
産業廃棄物管理票（マニフェスト）交付等状況報告書提出要領

産業廃棄物管理票（以下、「マニフェスト」という。）の交付者に課されている当該マニフェ

ストの交付に関する報告書の提出義務については、廃棄物処理法第１２条の３第７項に明記され

ており、同施行規則第８条の２７により、廃棄物を排出する事業者は、事業場ごとに、毎年６月

３０日までに、その年の３月３１日以前の１年間において交付したマニフェストの交付等の状況

（産業廃棄物の種類及び排出量、マニフェストの交付枚数等）に関し、報告書を作成し、当該事

業場の所在地を管轄する都道府県知事に提出しなければならない。

１．対象者

この要領の対象となる事業者は、長崎県内（長崎市及び佐世保市を除く。以下、同じ。）の事

業場（建設現場等所在地が一定しない事業場を含む。以下、同じ。）において産業廃棄物を排出

し、マニフェストを交付している事業者（２次マニフェストを交付する中間処理業者も含む。）

とする。

ただし、電子マニフェストを交付している事業者は、（公財）日本産業廃棄物処理振興センタ

ーが代行するので、事業者自らが報告する必要はない。

なお、長崎市及び佐世保市に所在する事業場分については、当該市が定める方法で当該市に報

告すること。

２．報告様式作成に当たっての注意事項

（１）報告書は事業場ごとに作成すること。

（２）廃棄物の種類又は委託先が多数になり様式に収まらない場合は、この報告様式を複数枚利

  用して報告すること。

（３）「業種」欄については、環境省の通知の中で示されている「日本標準産業大・中分類一覧」

  の「中分類」に基づいて記載すること。

（４）事業場の設置が短期間又は建設現場等所在地が一定しない事業場が２以上ある場合には、

  これらの事業場を１事業場として取りまとめたうえで集計し、提出すること。

（５）産業廃棄物の種類及び委託先ごとに記載すること。

（６）電気製品が廃棄物になったもの等やむを得ず複数の複数の種類の産業廃棄物が混合してい

  る場合は、混合廃棄物として取り扱うこととし、必要事項を記載、報告すること。

（７）産業廃棄物の種類の欄には、別表１から該当する産業廃棄物を選択し、記入すること。ま

  た、特別管理産業廃棄物については、「産業廃棄物の種類」欄に記載する産業廃棄物の種類

  の前に「特管」と記載すること。（記入例：「特管」廃油）

（８）産業廃棄物の排出量は「トン」で報告すること。なお、把握が困難な場合は、環境省の通

  知の中で示されている「立法メートル」を「トン」に換算する率を参考にして換算し、報告

  すること。

（９）その他、詳しいことは環境省の通知を参照すること。

   （参考）環境省通知 http://www.env.go.jp/recycle/waste/nt_061227006.pdf



３．提出方法

（１）提 出 先   長崎県県民生活環境部資源循環推進課（〒850-8570 長崎市尾上町3-1）

（２）提出方法   郵送、ＦＡＸ、e-mailによる送信又は持参

          Ｆ Ａ Ｘ 番 号 095-824-4781

          e-mailアドレス manifest16100@pref.nagasaki.lg.jp

（３）提出期間   毎年４月１日から６月３０日

（４）提出部数   １部

（５）報告様式   以下の方法で入手できる。

          ①長崎県ホームページ（アドレス htte://www.pref.nagasaki.jp）内の「電

           子申請」－「申請書ダウンロードサービス」をクリックする

          ②「キーワード検索」に「産業廃棄物管理票」と入力し検索若しくは、「組

           織別に検索」の「県民生活環境部」をクリックし、「組織別一覧」の

「資源循環推進課」をクリックする。

          ③「【産業廃棄物管理票関係】産業廃棄物管理票交付等状況報告書」から

           ダウンロードできる。

※紙（ＦＡＸ可）又は電子データ（ＥＸＣＥＬ、ＰＤＦ）のどちらでも受理するが、電子データ

を郵送又は持参される場合はＣＤ－Ｒ／ＲＷ等の記録媒体に保存して提出すること。



別表１

産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物の種類

産業廃棄物 特別管理産業廃棄物

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

燃え殻

汚泥

廃油

廃酸

廃アルカリ

廃プラスチック類

紙くず（※）

木くず（※）

繊維くず（※）

動植物性残さ（※）

動物系固形不要物（※）

ゴムくず

金属くず

ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず

鉱さい

がれき類

動物のふん尿（※）

動物の死体（※）

ばいじん

13号廃棄物（前項の廃棄物及び輸入さ

れた廃棄物を処分するために処理した

もの。）

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

廃油（揮発油類、灯油類、軽油類）

廃酸（ｐＨ2.0以下のもの）

廃アルカリ（ｐＨ12.5以上のもの）

感染性産業廃棄物

特定有害産業廃棄物

輸入廃棄物焼却施設において発生する

ばいじんであって集じん施設によって

集められたもの及び当該ばいじんを処

分するために処理したもの。（環境省

令で定める基準に適合しないものに限

る。）

廃棄物焼却炉である特定施設において

輸入廃棄物の償却に伴って発生したば

いじん又は燃え殻（これらに含まれる

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類の量がﾀﾞｲｵｷｼﾝ類対策特別措

置法第２４条第１項に定める基準を超

えるもの）及びこれらを処分するため

に処理したもの。（環境省令で定める

基準に適合しないものに限る。）

廃棄物焼却炉である特定施設（廃ｶﾞｽ洗

浄施設を有するもの。）において輸入

廃棄物の焼却に伴って発生した汚泥

（廃ｶﾞｽ洗浄施設から排出されたもの

に限る。）でﾀﾞｲｵｷｼﾝ類を含むもの及び

当該汚泥を処分するために処理したも

の。（環境省令で定める基準に適合し

ないものに限る。）

ばいじん（集じん施設によって集めら

れたものであって、輸入廃棄物である

ものに限る。）

燃え殻（輸入廃棄物に限る。）であって

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類を含むもの。（環境省令で定

める基準に適合しないものに限る。）

汚泥（輸入廃棄物に限る。）であってﾀﾞ

ｲｵｷｼﾝ類を含むもの。（環境省令で定め

る基準に適合しないものに限る。）

※特定の事業活動に伴って排出されたも

のに限る。詳細は（公財）日本産業廃棄

物処理振興センターのホームページ

（下記 URL 参照）で確認のこと。

http://www.jwnet.or.jp/waste/knowled

ge/bunrui.html


